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広渡小学校に、待望の体育館完成

人のうこき億営繕誓）

人　　口　11．743人（＋34）

男　　　　5．644人（＋18）

女　　　　6．099人（＋16）

世帯数　　　3．254戸（＋1）

（）内は前月比

胴
囲

如
　
月
（
き
き
ら
ぎ
）

寒
さ
が
さ
び
し
い
の
で
、
発
物
を

さ
ら
に
重
ね
る
衣
更
着
か
ら
2
月

を
如
月
と
い
う
。

3
　
日
　
　
節
分

4
　
日
　
　
立
春

⑪
　
日
　
　
建
国
記
念
の
日

花
　
暦
　
　
梅
（
高
潔
）

誕
生
石
　
　
ア
メ
ジ
ス
ト
（
誠
実
）

2
月
の
雷
簡
用
語

暖
冬
、
立
春
、
残
寒
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たばこ　は町内で買いま　し　ょ

噺
輔
弼
の
申
告
は
じ
ま
る

今
年
も
確
定
申
告
の
シ
ー
㌧
ス
ン
ほ
な

り
ま
し
た
。

所
得
税
の
確
定
申
告
は
2
月
鳩
目
か

ら
、
贈
与
税
の
申
告
は
2
月
l
日
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
始
ま
り
ま
す
。
申
告
期
限
は

ど
ち
ら
も
3
月
1
5
日
ま
で
で
す
が
、
期

限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署
の
窓
口

も
大
変
混
雑
し
、
落
ち
着
い
て
相
談
が

で
き
な
か
っ
た
り
、
長
い
間
待
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
も
な
り
ま
す
か

ら
、
申
告
は
で
き
る
だ
け
早
め
に
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
方
は

①
商
売
を
し
て
い
る
方
や
不
動
産
収
入

の
あ
る
方
な
ど
で
、
昭
和
銘
年
中
の
所

得
が
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
、
基
礎

整
除
な
ど
の
所
得
盟
除
の
合
計
額
よ
り

多
い
人
。
④
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与

の
年
収
が
一
千
万
円
を
超
え
る
人
や
給

与
以
外
の
所
得
が
2
0
万
円
を
超
え
る
人

な
ど
で
す
。

な
お
、
所
得
控
除
の
主
な
も
の
は
次

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

基
礎
控
除
　
　
　
　
　
2
9
万
円

配
偶
者
控
除
　
　
　
2
9
万
円

扶
饗
控
除
　
（
1
人
）
2
9
万
円

社
会
保
険
料
控
除
　
支
払
額
の
全
額

生
命
保
険
料
控
除
　
最
高
5
万
円

ま
た
、
贈
与
税
は
、
個
人
か
ら
財
産

を
も
ら
っ
た
人
に
か
か
る
税
金
で
す
。

贈
与
税
の
基
礎
控
除
は
0
0
万
円
で
す
か

ら
、
一
年
間
に
贈
与
を
受
け
た
財
産
が

0
0
万
円
を
超
え
る
人
は
申
告
が
必
要
で

す。
こ
の
よ
う
な
一
定
の
要
件
に
当
て
は

ま
る
方
は
、
税
務
署
か
ら
の
申
告
書
が

送
ら
れ
て
こ
な
く
て
も
申
告
書
の
用
紙

や
書
き
方
な
ど
の
説
明
書
は
、
税
務
署

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

確
定
申
告
の
期
間
中
は
、
税
務
署
で

は
申
告
納
税
相
談
を
受
け
る
体
制
を
と

っ
て
い
ま
す
が
、
町
役
場
、
商
工
会
な

ど
で
も
、
申
告
の
相
談
を
受
け
て
い
ま

す。
確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
は
3
月
1
5

日
ま
で
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
一
度
に
納
め
ら
れ
な
い
と
き
に

は
、
延
納
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
確
定
申
告
で
納
め
る
こ
と
に
な

る
税
額
の
2
分
の
1
以
上
を
3
月
1
5
日

ま
で
に
納
め
れ
ば
残
り
の
税
額
は
5
月

3
1
日
ま
で
に
納
め
る
の
を
延
ば
す
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
制
度
で
す
。
こ
の
場

合
、
延
納
期
間
中
は
、
年
率
7
・
3
％

の
利
子
税
が
か
か
り
ま
す
。

◎
所
得
税
の
確
定
申
告
害
を
提
出
さ
れ

た
方
は
、
住
民
税
や
事
業
税
の
申
告

書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ

ん。
◎
確
定
申
告
で
顕
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金

の
還
付
を
受
け
よ
う
と
さ
れ
る
方
は

1
月
か
ら
受
付
で
い
ま
す
の
で
、
で

き
る
だ
け
早
目
に
お
す
ま
せ
く
だ
き

◎
新
た
に
青
色
申
告
を
さ
れ
る
方
も
確

定
申
告
期
限
と
同
じ
く
3
月
1
5
日
ま

で
に
申
請
書
を
ご
提
出
下
さ
い
。

所
得
の
計
算
の
し
か
た
や
、
申
告
書

の
害
き
方
な
ど
で
、
わ
か
ら
な
い
場
合

や
詳
細
を
知
り
た
い
場
合
は
、
結
語
0

9
3
（
7
6
1
）
2
5
3
6
の
若
松
税

務
署
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

所
得
税
繍
3
請
合
の
振
替
納
税
が

新
方
式
に
な
り
ま
し
た

本
年
か
ら
、
振
替
は
納
税
用
納
付
害

を
税
務
署
へ
提
出
さ
れ
た
方
に
限
り
、

第
3
期
分
の
振
替
納
税
の
手
続
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

必
ず
、
申
告
書
に
添
え
て
提
出
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
振
替
日
は
3
月
2
7
日
に
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
信
金
、
農
協
、
漁
協

等
歳
入
代
理
店
以
外
で
振
替
依
頼
さ
れ

て
い
る
方
は
、
3
月
2
5
日
迄
に
預
金
の

準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

所
得
税
の
住
宅
取
得
控
除
の

確
定
申
告
の
受
付
に
つ
い
て

昭
和
4
7
年
1
月
1
日
か
ら
昭
和
酸
年
1
2
月
3
1
日
ま
で
の
間
に
、
自
己
の
居
住
す

る
住
宅
を
新
築
し
た
り
、
新
築
住
宅
を
購
入
し
た
場
合
で
、
そ
の
完
工
日
ま
た
は

購
入
日
か
ら
6
カ
月
以
内
に
居
住
用
に
使
用
し
た
場
合
に
は
、
次
に
よ
り
計
算
し

た
金
額
を
居
住
を
は
じ
め
た
年
か
ら
3
年
間
に
わ
た
っ
て
、
毎
年
の
所
得
税
か
ら

整
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

i
憶
憶
陰
樹
僅
博
－
×
－
．
8
畠
＝
鰯
認
識

∞
．
∞
）
も

そ
の
手
続
と
し
て
、
本
来
な
ら
ば
税
務
署
で
確
定
的
告
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
特
別
に
左
記
の
と
お
り
確
定
申
告
の
受
付
を
し
ま
す
の
で
、
必
要
暫
類
を

添
え
て
申
告
を
し
て
下
さ
い
。

▽
日
時
と
対
象
地
区

0
2
月
2
0
日
（
月
）
8
時
5
0
分
～
1
7
時

0
2
月
2
1
日
（
火
）
8
時
3
0
分
）
1
年
▲
7
時

▽
受
付
現
新

運
賃
町
役
場
2
階
第
2
会
憩
室

▽
必
要
な
書
類

1
、
建
築
確
認
通
知
書
の
写

2
、
取
得
し
た
家
屋
の
登
記
簿
抄
本
。

窺
記
さ
れ
て
い
な
い
時
は
、
新
築

工
事
の
鶉
負
契
約
替
ま
た
は
売
買

契
約
書

3
、
住
民
票
（
建
築
主
分
の
み
）

4
、
源
泉
徴
収
票

5
、
印
鑑

※
2
年
目
か
ら
は
、
税
務
署
長
の
発
行
す

る
住
宅
控
除
証
明
書
を
給
与
の
支
払
い

を
う
け
る
単
葉
所
等
へ
提
出
す
れ
ば
、

年
末
調
整
で
整
除
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
財

務
課
菰
野
係
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

矯
話
③
1
2
3
4

内
線
　
2
3
4

対
象
地
区
　
島
田
、
広
渡
小
学
校
区

対
象
地
区
　
浅
木
小
学
校
区
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納
　
税
　
相
　
談

昭
和
施
年
分
所
得
税
確
定
申
告
並
び
に
昭
和
翰
年
度
町
県
民
税
の
確
定
申
告
の

相
談
受
付
を
次
の
日
経
で
行
な
い
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
方
は
も
れ
な
く
申
告

を
し
て
下
さ
い
。

※
所
持
税
確
定
申
告

確
定
申
告
の
納
税
拍
敏

当
相
談
所
で
は
、
税
金
に
つ
い
て
の

こ
相
談
や
、
税
務
書
類
の
作
成
を
、
税

理
士
が
詣
任
を
も
っ
て
応
じ
て
お
り
ま

す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
こ
し
下

さ
い
。
特
に
営
業
を
さ
れ
て
い
る
方
。

当
所
で
申
告
さ
れ
た
方
は
、
税
務
署

へ
お
出
か
け
に
な
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん。
▽
遠
賀
町
商
工
会
税
務
相
談
所

砥
③
0
1
6
5

※
譲
渡
所
得
説
明
会
3
月
2
日
午
前
9
時
0
0
分
遠
賀
町
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

※
贈
与
税
納
税
椙
岐
　
3
月
2
日
午
後
1
時
よ
り
4
時
ま
で

遠
賀
町
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

※
町
県
民
税
確
定
申
告

固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
に
つ
い
て

地
方
税
法
第
鵬
条
の
規
定
に
よ
り
、

臓
和
誠
年
度
固
定
資
産
課
税
台
暖
を
次

の
と
お
り
総
覧
に
供
し
ま
す
の
で
関
係

者
は
、
次
の
期
間
中
に
閲
覧
さ
れ
る
よ

う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
縦
覧
期
間
　
昭
和
馳
年
3
月
1
日
か

ら
昭
和
5
3
年
3
月
2
0
日
ま
で

▽
縦
覧
場
所
　
後
潟
財
務
課
税
務
係

▽
縦
覧
時
間
　
8
時
0
0
分
～
1
7
時

（
日
・
祭
日
、
土
曜
日
の
午
後
を
除

く）

一
六
六
人
が
新
成
人
に

1
月
1
5
日
、
中
央
公
民
館
で
成
人
式

が
行
な
わ
れ
、
男
統
人
、
女
0
0
人
の
合

計
鵬
人
が
新
た
に
大
人
の
仲
間
入
り
し

ま
し
た
。
当
日
は
記
念
式
典
や
記
念
品

の
授
与
、
小
関
康
之
先
生
の
給
源
、
琴

の
合
奏
、
記
念
写
真
の
撮
影
な
ど
が
あ

っ
た
ほ
か
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
友
人
と

も
話
が
は
ず
ん
で
い
ま
し
た
。
式
終
了

後
、
将
来
へ
の
希
望
を
胸
に
ふ
く
ら
ま

せ
た
新
成
人
は
、
寒
さ
を
吹
き
と
は
す

よ
う
に
街
へ
と
び
出
し
て
行
き
ま
し

た。

老
人
検
診
の
お
知
ら
せ

満
館
才
以
上
の
方
を
対
象
と
し
て
左

記
の
通
り
老
人
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

診
査
項
目
は
問
診
、
検
尿
、
血
圧
、

血
色
素
検
査
と
な
っ
て
い
ま
す
。

該
当
年
令
者
は
も
れ
な
く
利
用
さ
れ
ま

す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
実
施
日
　
昭
和
5
3
年
2
月
1
7
日

▽
時
　
間
　
午
前
1
0
時
～
午
後
2
時

▽
掲
　
新
　
旧
公
民
館
ホ
ー
ル

交
通
遺
児
等
貸
付
の
ご
案
内

自
動
車
寧
故
に
よ
り
保
護
者
が
亡
く

な
ら
れ
た
り
、
保
護
者
が
重
度
後
遺
障

害
者
と
な
ら
れ
た
児
童
が
、
す
こ
や
か

に
成
育
さ
れ
ろ
た
め
に
必
要
な
資
金
を

お
貸
し
し
ま
．
す
。

申
込
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
岡
市

博
多
区
博
多
駅
東
3
の
1
0
の
1
7
、
陸
運

会
館
ビ
ル
内
自
動
車
導
故
対
策
セ
ン
タ

ー
、
態
話
0
9
2
（
4
5
1
）
7
7
5

1
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

遠
賀
町
青
年
団
体
研
修
会

の
開
催
に
つ
い
て

か
ね
て
よ
り
計
画
し
て
お
り
ま
し
た

遠
賀
町
青
年
団
体
研
修
会
を
左
記
に
よ

り
開
催
し
ま
す
。

こ
の
研
修
会
は
、
昨
年
発
足
し
ま
し

た
本
町
青
年
会
が
企
画
し
た
も
の
で
す

が
、
遠
賀
町
の
青
年
団
体
活
動
の
現
状

を
見
喧
し
、
よ
り
良
い
活
動
へ
の
糸
口

を
兄
い
出
そ
う
と
す
る
た
め
に
行
な
う

も
の
で
す
。

つ
い
て
は
、
青
年
団
体
活
動
を
や
っ

て
お
ら
れ
る
方
、
や
っ
て
な
い
が
興
味

の
あ
る
方
、
是
非
こ
の
研
修
会
に
御
参

加
下
さ
い
。

▽
主
催
　
遠
賀
町
青
年
会

遠
賀
町
教
育
委
員
会

▽
趣
旨
⑤
団
体
活
動
の
恵
義
と
必
要
牡

を
理
解
し
、
積
極
的
な
活
動

を
行
う
柱
と
す
る
。

②
団
体
運
営
の
手
引
と
し
、
そ

の
充
実
に
役
立
て
ろ
。

⑧
共
同
学
習
を
通
し
て
の
町
内

青
年
の
交
流
を
は
か
る
。

▽
日
時
　
2
月
幻
日
（
月
）

午
後
1
時
3
0
分
～
9
時
3
0
分

▽
会
場
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

▽
テ
ー
マ
①
団
体
活
動
の
意
義
と
必
要

性
⑧
青
年
団
体
の
組
織
と
運
営

⑧
青
年
団
体
の
事
業
の
あ
り
方

▽
諒
師
　
八
幡
大
学
教
授

横
松
　
宗
　
先
生
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病気は何千もあるが、健康は一つしかない

冬
の
健
康

風

邪

を

ひ

か

な

い

た

め

に

タ
ン
パ
ク
質
が
不
足
す
る
と
、
身
体

の
抵
抗
力
は
弱
ま
り
ま
す
。
そ
の
う
え

寒
さ
の
ス
ト
レ
ス
は
体
内
の
タ
ン
パ
ク

新
鮮
な
野
菜
サ
ラ
ダ
、
お
ろ
し
大
根
、

さ
つ
ま
い
も
な
ど
の
一
品
を
つ
け
、
食

後
に
は
ミ
カ
ン
を
一
つ
必
ず
食
べ
る
よ

質
を
大
宜
に
分
解

し
ま
す
。
こ
れ
を

補
う
た
め
に
も
、

日
ご
ろ
、
肉
、
豆

腐
、
さ
か
な
と
い

っ
た
良
質
の
タ
ン

パ
夕
貴
を
十
分
に

と
っ
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

ま
た
、
風
邪
を
ひ
か
な
い
よ
う
に
す

る
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
C
が
必
要
で
す
。

う
に
し
て
ビ
タ
ミ

ン
C
の
補
給
を
。

そ
の
ほ
か
、
ビ

タ
ミ
ン
A
は
粘
膜

を
強
め
て
、
鼻
や

の
ど
か
ら
ウ
ィ
ル

ス
が
侵
入
す
る
の

を
防
ぎ
ま
す
。

油
で
料
理
し
た
藁
や
に
ん
じ
ん
、

レ
バ
ー
、
バ
タ
ー
を
多
く
と
る
よ
う
心

か
け
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
に
は
、
老
齢
福
祉
年
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
〃
‥

▽
大
正
・
昭
和
生
ま
れ
の
方
へ

現
在
、
7
0
歳
以
上
の
お
と
し
よ
り
に

老
齢
福
祉
年
金
が
支
給
（
所
得
額
等

に
よ
り
停
止
さ
れ
て
い
る
人
も
あ
る

）
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
明
治
4
4
年
4

月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
に
は
、

恥
歳
に
な
っ
て
も
こ
の
老
齢
福
祉
年

金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
昭
和
統
年
以
来
、
明
治
4
4

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
は

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険
な
ど
8

種
類
の
公
的
な
年
金
制
度
の
う
ち
、

い
ず
れ
か
の
年
金
制
度
に
、
必
ら
ず

加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
く
み

に
な
っ
た
た
め
で
す
。

い
ま
だ
に
「
国
民
年
金
に
加
入
し
な

く
て
も
福
祉
年
金
だ
け
は
受
け
ら
れ

る
」
と
誤
解
さ
れ
て
い
る
人
が
あ
り

ま
す
が
、
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組

合
な
ど
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
大
正

・
昭
和
生
ま
れ
の
人
は
国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
な
い
と
、
な
ん
の
年
金

も
受
け
ら
れ
な
い
寂
し
い
老
後
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
に
未
加
入
の
方
は
、
い
ま

す
ぐ
遠
賀
町
役
揚
国
保
年
金
係
で
加

入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

繍
6
回
遠
賀
町
民
走
ろ
う

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

急事．、

3
月
5
日
は
町
民
走
ろ
う
大
会
の
日

です。こ
の
走
ろ
う
大
会
は
町
民
の
皆
さ
ん

の
健
康
な
休
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

に
開
催
す
る
も
の
で
す
。

小
学
校
以
上
の
町
民
で
あ
れ
ば
老
若

男
女
を
問
わ
ず
出
現
で
き
ま
す
の
で
、

あ
な
た
も
走
る
こ
と
で
健
康
づ
く
り
に

ア
タ
ッ
ク
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
要
項
を
次
に
挙
げ
て
お
り
ま
す

が
、
詳
し
く
は
各
声
に
配
布
し
ま
す
実

施
要
項
を
御
覧
下
さ
い
。

∇
日
　
時
　
3
月
5
日
（
日
）

午
前
的
時
ス
タ
ー
ト

▽
コ
ー
ス
　
島
田
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

～
鬼
津
～
が
に
は
み
折
返

し

∇
走
鹿
態
2
キ
ロ
　
女
子
全
員
、
小
学
生
男
子

5
0
才
以
上
男
子

5
キ
ロ
　
中
学
生
男
子
、
中
学
卒
業

以
上
1
0
代
2
0
代
の
男
子

▽
申
し
込
み
　
各
戸
配
布
の
申
し
込
み

苗
に
必
要
再
項
を
記
入
の

う
え
2
月
2
7
日
ま
で
に
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
に

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

昭
和
翰
年
度

福
岡
県
「
青
年
の
船
」
の
一
般
団
員
、
班
長
の
募
集

第
8
回
福
岡
県
「
青
年
の
船
」
の
一

般
団
員
と
逝
長
を
募
集
し
ま
す
の
で
乗

船
希
望
の
方
は
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

▽
趣
　
旨

県
内
の
宵
年
を
「
普
年
の
鉛
」
に
乗

船
さ
せ
、
中
国
の
実
階
を
参
観
し
、

中
国
青
年
と
の
交
歓
ほ
よ
り
理
解
と

信
頼
を
深
め
、
も
っ
て
日
中
友
好
親

善
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
研
修
及

び
団
体
生
活
を
通
し
て
連
帯
意
識
を

高
揚
し
、
国
際
的
視
野
を
広
め
、
郷

土
発
展
の
た
め
に
努
力
す
る
健
全
な

福
岡
県
青
年
を
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

▽
応
募
賞
賂

〇
一
般
団
員

昭
和
5
3
年
4
月
1
日
現
在
、
瀾
2
0

才
以
上
鈍
才
未
満
（
昭
和
2
7
年
4

月
2
日
か
ら
昭
和
3
3
年
4
月
1
日

ま
で
に
出
生
）
の
勤
労
者
。
男
女

の
別
は
問
わ
な
い
。

○
班
長昭
和
5
3
年
4
月
1
日
現
在
、
満
2
8

才
以
上
、
3
2
才
ま
で
の
男
女
。
但

し
、
次
に
か
か
げ
る
業
務
に
つ
い

て
経
験
を
有
し
、
現
に
そ
の
一
つ

に
従
事
し
て
い
る
者

○
青
年
団
体
ま
た
は
青
少
年
育
成
団

体
の
指
導
者

▽
乗
船
期
間

昭
和
5
3
年
6
月
7
日
か
ら
6
月
2
0
日

ま
で

▽
募
集
期
間

昭
和
幾
年
2
月
1
6
日
か
ら
3
月
日
日

ま
で

▽
申
し
込
み

必
要
書
類
を
遠
賀
町
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
に
置
い
て
お
り
ま
す
の
で

申
し
込
み
害
を
お
受
取
り
の
う
え
申

し
込
ん
で
下
さ
い
。

▽
問
い
合
せ
先

遠
賀
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

砥
話
（
⑧
1
3
5
5
）
ま
で

遠
賀
町
消
防
団
集
知
事
菱
形

l
月
1
8
日
、
水
巻
南
中
学
校
で
郡
内

四
町
合
同
の
消
防
出
初
式
が
、
来
賓
多

数
の
列
席
の
も
と
に
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
小
倉
陸
上
自
衛
隊
の
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
の
吹
奏
に
合
わ
せ
、
消
防
団

貝
の
整
然
と
し
た
分
列
行
進
、
消
防
車

に
よ
る
パ
レ
ー
ド
、
小
隊
訓
練
、
ポ
ン

プ
操
法
等
の
行
革
が
行
な
わ
れ
た
の
ち

功
労
者
や
団
体
に
対
し
て
表
彰
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
消
防
庁
長
官
賞
、
消
防

協
会
長
賞
等
の
個
人
表
彰
を
は
じ
め
、

福
岡
県
知
頚
表
彰
の
団
体
の
部
で
は
、

遠
賀
町
消
防
団
が
日
常
の
火
災
予
防
啓

蒙
活
動
の
努
力
の
成
果
で
あ
る
過
去
3

年
間
遠
賀
町
で
の
建
築
物
無
火
災
と
い

う
大
き
な
功
労
に
よ
り
、
晴
れ
の
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。
最
後
に
郡
内
四
町
消

防
車
に
よ
る
一
斉
祝
賀
放
水
で
、
出
初

式
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
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遠
賀
町
文
学
散
歩
　
（
2
）

鳥
　
　
見
　
　
山

若
松
区
の
集
落
を
背
負
う
よ
う
に
、

カ
づ
よ
く
た
だ
な
わ
る
鳥
貝
山
。
山
と

い
え
ば
山
、
丘
と
い
え
ば
丘
で
、
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
丘
と
い
う
字
の
方
が
よ

冬
暖
の
あ
る
日
、
麓
の
住
吉
宮
に
揺
り

後
ろ
の
丘
に
登
っ
た
。
頂
上
に
昔
神
社

が
あ
っ
た
と
陶
い
た
が
、
掲
所
が
ど
こ

で
あ
る
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
よ
く
展

ど
が
迫
る
よ
う
に
眼
に
と
び
こ
ん
で
く

る。遠
く
英
産
山
、
福
智
山
を
は
じ
め
雄
大

な
展
望
で
あ
る
。
鳥
見
山
と
い
う
け
れ

ど
、
こ
う
し
た
山
々
を
バ
ッ
ク
に
眼
前

に
ひ
ろ
が
る
遠
賀
野
の
絶
好
の
展
望
台

で
あ
る
。

恵
見
山
の
山
腹
に
、
落
葉
に
埋
れ
た
畿

消
防
l
1
9
コ
ー
ナ
ー

行

く

に

行

け

こ
ん
な
話
が
あ
り
ま
す
。
「
0
0
の

佐
藤
だ
が
、
救
急
車
を
大
至
急
だ
の
む

な
い
救
急
車

▽
必
ず
目
標
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。
（

た
と
え
ば
、
「
遠
賀
町
0
0
、
O
T

り
感
じ
ら
れ
る
。
伝
説
に
よ
る

と
昔
々
、
神
助
皇
后
が
三
謡
を

征
圧
さ
れ
た
帰
り
速
で
、
岡
の

津
に
船
を
止
め
ら
れ
て
こ
の
地

に
立
ち
語
ら
れ
、
岬
の
頂
か
ら

美
し
い
海
を
眺
め
、
た
く
さ
ん

の
鳥
類
の
飛
び
交
う
景
色
を
め

で
給
う
た
。

さ
ら
に
戦
勝
の
功
は
こ
こ
の
三

つ
か
の
古
賀
が
あ
り
、
古
く
か

ら
こ
こ
に
人
が
生
活
し
て
い
た

こ
と
を
知
る
。

学
び
や
の
ゆ
き
き
に
仰
ぐ

鳥
見
山

ぬ
か
づ
き
ま
つ
る

住
吉
の
宮

竹
森
　
啓
祐

ぞ
〃
」
が
チ
ャ
ン
。
通

報
者
は
、
0
0
の
佐
藤

と
言
え
ば
誰
で
も
知
っ

て
い
る
と
思
っ
て
い
て

も
、
大
部
分
の
人
は
知

り
ま
せ
ん
し
、
消
防
署

で
も
わ
か
り
ま
せ
ん
．

そ
こ
で
救
急
車
を
出
し

た
ら
迷
子
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
の
で
、
通
報

自
〇
番
〇
号
、
0
0

ア
パ
ー
ト
、
0
0
学

校
の
前
」
と
い
う
ふ

う
に
）

∇
急
病
人
（
事
故
）
の

容
態
を
落
ち
つ
い
て

知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

▽
受
信
者
（
消
防
署
）

が
「
了
解
し
ま
し
た

」
と
言
う
ま
で
砲
話

柏
の
お
か
げ
で
あ
る
と
さ
れ
、
一
本
の

松
の
宙
を
植
え
ら
れ
た
と
の
こ
と
。

そ
の
吉
野
か
ら
こ
の
地
を
砦
松
と
呼
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
ろ
。

け
た
高
台
で
東
に
水
巻
の
小
丘
が
遠
賀

川
に
添
っ
て
並
ん
で
い
る
。

西
に
は
筑
前
四
ツ
塚
と
呼
ば
れ
る
鴬

ケ
岳
、
酒
蔵
寺
山
、
湯
川
山
、
城
山
な

竹
森
博
士
の
歌
碑
に
、
さ
ん
さ
ん
と
ふ

り
そ
そ
ぐ
冬
の
腸
を
暖
か
く
眺
め
た
。

片
山
　
花
御
史

す
る
時
は
次
の
事
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

▽
あ
わ
て
ず
こ
と
ば
は
ハ
ッ
キ
り
と
。

m
　
使
う
火
を

”

　

　

消

す

ま

を
切
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

で

離

す

な目　
と
、
い

毎
月
籍
3
水
曜
日
は
、
防
犯
活
動
強
化
の
目

昭
和
5
2
年
中
、
折
尾
欝
察
署
管
内
で

は
2
0
8
4
件
の
犯
罪
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
億
人
盗
犯
（
あ
き
巣
、
忍
び
込
み
な

ど
）
相
伴

○
非
侵
入
盗
犯
（
自
転
車
盗
、
オ
ー
ト

バ
ィ
盗
な
ど
）
1
2
5
7
件

○
凶
悪
犯
（
殺
人
、
強
盗
な
ど
）
2
0
件

○
粗
暴
犯
（
暴
行
、
傷
薯
な
ど
）
鵬
件

盗
犯
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
「
カ
ギ
」
の
か
け
忘
れ
が
原
因
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
家
庭
で
は
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

∇
家
の
周
囲
に
侵
入
の
足
場
に
な
る
よ

う
な
も
の
は
置
い
て
な
い
か
。

▽
戸
締
り
は
大
丈
夫
か
。
（
l
ド
ア
2

ロ
ッ
ク
）

▽
留
守
に
す
る
と
き
は
、
近
所
に
「
ひ

と
声
」
　
「
カ
ギ
」
か
け
を
励
行
し
て

い
る
か
。

▽
「
カ
ギ
」
と
「
留
守
」
は
わ
か
ら
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

▽
自
転
車
に
は
防
犯
登
録
、
記
名
、
錠

を
し
て
い
る
か
、
校
閲
は
家
の
中
に

入
れ
て
い
る
か
。

∇
自
動
車
か
ら
触
れ
ろ
と
き
は
、
「
ド

ア
ロ
ッ
ク
」
を
し
て
中
に
貴
重
品
を

置
い
た
ま
ま
に
し
て
い
な
い
か
。

▽
あ
や
し
い
者
を
見
か
け
た
ら
、
隣
近

所
と
協
力
し
て
注
悪
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
暴
力
の
被
害
に
あ
っ
た
り
、

見
た
り
、
問
い
た
り
し
た
と
き
は
、
早

く
響
蕪
に
通
報
し
て
下
さ
い
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
、
地
域
ぐ
る
み

の
防
犯
活
動
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

春

期

全

国

火

災

予

防

運

動

2

月

勧

目

～

3

月

1

3

日

期
間
中
の
3
月
1
日
～
3
月
1
3
日
ま
　
知
ら
せ
し
ま
す
と
と
も
に
、
賽
の
全
国

で
は
、
火
災
予
防
啓
蒙
運
動
の
一
環
と
　
火
災
予
防
連
動
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

し
て
、
役
掲
サ
イ
レ
ン
を
毎
日
午
前
1
　
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

時
と
午
後
8
時
に
鳴
ら
し
ま
す
の
で
お

息

器
※

釣
下
峠
下
章
一
厄
年
下
里
壷

嶋
「
叫
「
∃
－
可
。
「
叩
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国民年金は、毎月月末が納期です。

－
　
今
月
の
税
金

固
定
資
産
税
　
　
4
期
分

納
期
限
　
2
月
努
日
ま
で

笑
顔
で
納
税
、
明
る
い
町
政
　
　
－

※
乳
児
相
戦

▽
期
　
日

▽
時
　
間

∇
対
象
者

▽
場
　
所

∇
持
参
品

▽
内
　
容

2
月
2
0
日
（
月
）

3
月
2
0
日
（
月
）

1
0
～
日
時
約
分

1
歳
未
満
児

役
場
保
健
室

母
子
手
帳

体
重
・
身
長
等
測
定
、
食

碧
等
の
相
談

※
子
宮
ガ
ン
検
珍

▽
期
　
日
　
3
月
1
3
日
（
月
）

∇
時
　
間
　
1
0
時
0
0
分
か
ら
（
受
付
9

時
～
1
0
時
ま
で
）

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
（
役

場横）

▽
費
　
用
　
二
千
円
（
内
千
円
を
町
が

補
助
し
ま
す
）

▽
定
　
貝
　
百
五
十
名

▽
申
し
込
み
期
日
2
月
1
日
か
ら
。

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切

▽
申
し
込
み
揚
所
役
場
厚
生
課
衛
生
係

∵
申
し
込
み
は
印
鑑
と
千
円
を
添
え
て

喧
接
窓
口
ま
で

※
道
路
工
事
に
伴
な
う
ゴ
ミ
収
集

現
在
、
町
内
各
所
で
通
路
工
再
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
ゴ
ミ
収

集
車
が
通
行
で
き
ま
せ
ん
。
工
事
期

間
中
は
ゴ
ミ
収
集
車
が
通
行
で
き
る

安
全
な
所
ま
で
、
ゴ
ミ
を
出
し
て
下

さい。

※
し
尿
・
ゴ
ミ
収
集
料
金
に
つ
い
て

し
尿
・
ゴ
ミ
収
集
料
金
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
で
す
の
で
滞
納
等
な
い

よ
う
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

▽
し
尿人
頭
制
　
1
人
月
1
回
2
5
0
円

一
般
家
庭
汲
取
式
便
所

従
量
制
　
1
8
1
当
り
1
0
5
円

夢
楽
所
、
人
員
の
確
認

で
き
な
い
一
般
家
庭
、

簡
易
水
洗
便
所

∇
ゴ
ミ

一
般
家
庭

1
世
帯
当
り
4
8
0
円

商
店
、
事
業
所
等

別
途
打
合
せ
料
金

以
上
の
こ
と
で
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
厚
生
課
衛
生
係
ま
で
お
問
い

合
せ
下
さ
い
。

※
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
に
つ
い
て

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
防
止
に
つ
い
て
お

願
い
致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
皆
さ
ま

よ
り
数
件
通
報
い
た
だ
き
、
不
法
投

棄
者
に
ゴ
ミ
を
処
理
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
御
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

郷
土
は
私
達
の
宝
で
す
。
も
っ
と
美

し
い
、
住
み
よ
い
町
に
致
し
ま
し
ょ

う
。
ゴ
、
C
の
不
法
投
棄
の
現
場
を
見

つ
け
た
ら
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
注
薄

を
聞
か
な
い
よ
う
だ
っ
た
ら
、
不
法

投
棄
者
の
名
前
、
車
の
ナ
ン
バ
ー
等

を
確
認
し
て
、
役
娼
衛
生
係
ま
で
お

知
ら
せ
下
さ
い
。

※
ゴ
ミ
の
搬
出
に
つ
い
て

○
ゴ
ミ
袋
は
町
指
定
の
ゴ
ミ
袋
を
使
用

し
て
下
さ
い
。

0
ゴ
ミ
は
近
所
の
人
と
ま
と
め
て
収
集

し
や
す
い
所
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

○
も
え
ろ
．
つ
、
～
、
置
ら
え
な
い
．
つ
、
＼
大

型
ゴ
ミ
は
き
め
ら
れ
た
日
に
分
け
て

出
し
ま
し
ょ
う
。

○
通
路
工
野
中
は
ゴ
ミ
収
集
車
の
通
る

所
ま
で
．
コ
ミ
を
持
ち
出
し
て
下
さ
い

○
で
き
る
だ
け
水
切
り
を
よ
く
し
て
下

さい。

※
し
尿
く
み
振
り
に
つ
い
て

○
く
み
取
り
の
申
し
込
み
を
さ
れ
て

も
、
す
ぐ
に
は
行
け
ま
せ
ん
の
で
早

目
に
役
場
ま
で
申
込
ん
で
下
さ
い
。

〇
人
貝
の
異
動
が
あ
っ
た
場
合
も
す
ぐ

に
役
場
に
届
出
て
下
さ
い
。

○
地
下
水
、
雨
水
等
の
流
れ
込
む
よ
う

な
不
良
便
そ
う
は
早
急
に
改
善
し
て

下
さ
い
。

0
便
そ
う
付
近
は
作
楽
し
や
す
く
し
て

下
さ
い
。

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

▽
期
間
　
2
月
2
3
日
～
3
月
9
日

（
土
、
日
曜
も
縦
覧
し
て
い

ます）

▽
時
間
　
8
時
0
0
分
～
1
7
時

∇
拐
所
　
遠
賀
町
役
場
庶
務
課
内

選
挙
管
理
委
員
会

3
時
あ
え
な
い

※
5
3
年
練
一
回
福
岡
県
保
母
賦
験

▽
期
日
　
3
月
2
2
日
～
2
4
日

受
験
手
続
等
詳
細
は
、
福
岡
市
中
央

区
天
神
1
丁
目
1
の
1
、
福
岡
県
民

生
部
婦
人
児
童
謀
保
母
試
験
係
、
電

話

0

9

2

（

7

8

1

）

l

l

l

l

ま

で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

※
防
火
審
理
者
資
格
帳
簿
請
習
合

▽
日
時
　
3
月
9
日
～
1
0
日

9
時
～
1
6
時

誇
習
申
込
等
詳
細
は
、
遠
賀
郡
消
防

署
予
防
課
、
穏
話
③
1
2
3
1
に
お

問
い
合
せ
下
さ
い
。

※
宅
地
建
物
岐
引
に
関
す
る
無
料
相
敵

▽
相
談
日
　
2
月
鳩
目
、
1
0
時
－
1
7
時

▽
場
　
所
　
八
幡
井
筒
屋

▽
相
談
員
　
弁
護
士
、
税
理
士
、
司
法

書
士
、
県
建
築
部
、
市
建

築
局

香
典
返
し
の
お
礼

次
の
方
々
か
ら
町
社
会
福
祉
協
議
会

に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か

ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
上
田
ヨ
シ
様（
島
津
）
　
　
上
田
金
平
殿

故
松
井
廣
実
態（
尾
崎
）
　
　
松
井
波
江
殿

敬
譲
　
末
男
様（浅
木
）
　
　
森
　
田
街
頭

故
解
団
繁
夫
様（
上
別
府
）
筋
田
キ
シ
ヲ
殿

ご
毒
付
の
お
礼

遠
賀
町
建
設
組
合
よ
り
町
社
会
福
祉
協

議
会
へ
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

表
　
　
紙

昨
年
か
ら
工
事
が
行
わ
れ
て
い

た
広
漠
小
学
校
の
体
育
館
が
、
こ

の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
バ
ト
ミ

ン
ト
ン
の
各
コ
ー
ト
を
は
じ
め
、

卓
球
練
習
場
、
シ
ャ
ワ
ー
室
も
備

え
て
お
り
、
子
供
達
の
笑
顔
と

歓
声
が
今
に
も
悶
え
て
き
そ
う
で

す。


